
クレーンゲーム機
ガチャガチャ（カプセルトイ）
自動販売機の徹底比較
すべて「お金を入れて物が出てくる」という点は共通していますが、

「目的」「得られる体験」「確実性」において全く異なる性質を持っています。

わかりやすく3つの視点（ユーザー視点、ビジネス視点、心理的視点）で比較・整理しました。

株式会社KOKADO



特徴 クレーンゲーム ガチャガチャ 自動販売機

主な目的
「体験」と「獲得」

（ドキドキ感を楽しむ）
「収集」と「運」

（何が出るかのワクワク）
「利便性」と「購入」

（必要なものをすぐ買う）

確実性
低（0か1か）

取れない可能性も高い
中（ランダム）

必ず貰えるが選べない
高（確実）

選んだものが必ず出る

必要なもの 技術 + 運 + 資金力 運 （または全種買いの資金） 対価 （お金）

価格帯
1回 100円〜200円

(獲得まで数千円かかることも)
1回 200円〜500円

(高額なものは1,500円等も)
1本 100円〜200円

(食品自販機は1,000円〜)

商品の性質
非売品、大型ぬいぐるみ、

お菓子、フィギュア
ミニチュア、コレクション品、

アイデアグッズ
飲料、食品、日用品

（最近は冷凍食品も増加）

まず、利用者にとっての違いを一覧でまとめました。

比較一覧表（ユーザー視点）



本質
商品そのものだけでなく、「取れるか取れないかのハラハラ感」や「取れた時の達成感」にお金を払っ
ています（コト消費）。

それぞれの「価値」の違い

クレーンゲーム：『プロセスを楽しむエンタメ』1

ギャンブル性が高い
100円で取れることもあれば、3,000円使っても取れないことがあります。

プライズ（景品）の魅力
ここでしか手に入らない「非売品」が多く、ファンの収集欲を刺激します。

進化
最近は「オンラインクレーンゲーム（オンクレ）」も市場規模を拡大させています。



本質
「何が出るかわからない驚き」と「コンプリート欲」にお金を払っています。

それぞれの「価値」の違い

ガチャガチャ：『発見と収集のミニチュア世界』2

ハズレなし
狙ったものが出るとは限りませんが、必ず「商品」は手に入ります。

精巧さとニッチさ
数百円とは思えないクオリティの高さや、「なぜこれを商品化した？」という面白ネタが多く、SNSで
の拡散力（話題性）が非常に高いです。

市場拡大
第4次ブームと言われ、大人（特に女性）をターゲットにした専門店が増えています。



本質
「時間短縮」と「確実な入手」にお金を払っています（モノ消費）。

それぞれの「価値」の違い

自動販売機：『究極の無人コンビニ』3

生活インフラ
エンタメ性は低いですが、24時間いつでも同じ品質のものが手に入る安心感があります。

多様化
以前は飲料メインでしたが、コロナ禍以降、冷凍ラーメン、高級肉、スイーツなど、店舗の味を非対面
で売る「物販チャネル」として進化しています。



ビジネス（運営）側から見た違い

高コスト・高リターン　景品原価は法律（風営法等）で上限が決まっていますが（概ね1000円以下）、
れなければ売上は全て利益になります。

省スペース・低リスク　電源不要で狭い隙間にも設置可能。

立地勝負　人通りの多さが全てです。

運営の難易度や収益モデルも大きく異なります。

クレーンゲーム

ガチャガチャ

自動販売機

1

2

3

手間　商品の入れ替え、位置調整、接客（アシスト）など、人的オペレーションが必須です。

手間　補充と集金のみで、接客は不要。非常に効率的なビジネスモデルです。

電気代　24時間稼働するため、ランニングコスト（電気代）がかかります。



まとめ

クレーンゲーム ＝ 「狩猟」 （技術と運で獲物を獲得する遊び）

ガチャガチャ ＝ 「くじ引き」 （何が出るか楽しむ運試し）

自動販売機 ＝ 「買い物」 （必要なものを手に入れる手段）

一言で表現すると、以下のような違いになります。
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